
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人日本ジュニアヨットクラブ連盟 

 

２０２２年度定時総会 議事録 

 

［２０２２年６月４日（土）開催］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般社団法人 日本ジュニアヨットクラブ連盟 

２０２２年度定時総会議事録 
 

       

 日 時  ２０２２年６月４日（土）９時３０分～１０時３０分 

       場 所  東京海員会館 大会議室及びZoom会議 

            東京都中央区晴海３－７－１ 

 

 

１．定足数の確認 

出席会員２１名（内、Zoom出席９名）、委任状１９名、計４０名。従ってジュニアヨットクラブを

代表する正会員２３名、学識経験者である正会員２１名、合計４４名の正会員の過半数を超えて、

定款第３２条（総会成立）の定足数に達しているので本総会の成立を確認しました。 

 

２．開会の挨拶   

  石原伸晃会長は公務のため出席が遅れるとの連絡があり、閉会のご挨拶を頂くこととし、直ちに 

議案の審議に入ることとしました。 

    

３．来賓の祝辞 

毎年の定時総会には、公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団、公益財団法人日本セーリング連盟の幹部の方をお 

招きして、ご挨拶と最近の状況をお話頂いていましたが、新型コロナウィルス感染状況に鑑みて、 

ご挨拶をお願いすることは差し控えましたと説明しました。   

 

４．議長選出       

定款第３０条により会長が議長となるところ公務により遅れている為、定款第１４条の２により、 

又予め会長が指名した順序に従い副会長の伊藤雅宣が議長に選出されました。 

 

５．議事録署名人選出 

  定款第３４条による議事録署名人選出は議長一任の議決により、以下の２名を議長より推薦し、 

全会一致で承認、選出され、両氏も了承しました。 

大平邦夫氏 （いわきジュニアヨットクラブ代表者） 

小野澤秀典氏（Ｂ＆Ｇ高松海洋クラブ代表者） 

 

６．議案審議 

（１）第一号議案 ２０２１年度事業報告書(案)承認の件 

          塩野崎専務理事より事前配布資料、並びにプロジェクター映写の資料に沿って、２０２１年度 

          事業報告書(案)の説明を行いました。 

 

説明を終了し、質疑応答の後、議長より第一号議案の承認を求めたところ、全会一致で承認 

可決されました。 



 

 

 （２）第二号議案 ２０２１年度財務諸表(案)承認の件 （監査報告） 

塩野崎専務理事より事前配布資料、並びにプロジェクター映写の資料に沿って、２０２１年度 

財務諸表（案）について説明を行いました。 

続いて、２０２１年度財務諸表（案）並びに当連盟理事の職務執行状況等について、滝川宗一

監事より、プロジェクターで監査報告書を映写し、下記の通り監査報告を行いました。 

 

「去る５月１０日、茅野監事はご都合により出席出来なかったので、私（滝川）は、関係書類

を閲覧し監査を行い、その後同関係書類を茅野監事に送付、回覧して監査を要請し、結果につ

いて報告を受けましたので、私が代表して報告をします。 

関係帳簿、証憑及び関係書類を二人でそれぞれ監査した結果、公益法人会計基準に沿い、いず

れも公正妥当なものと認められました。又、理事会、その他の会議にも出席しておりますが理

事等役員の業務執行についても特別問題となる事はなく妥当であると判断いたしましたので併

せて報告いたします。」 

（監査報告書添付） 

 

質疑応答の後、議長より第二号議案の承認を求めたところ、全会一致で承認可決されました。 

 

（３）第三号議案 理事１名選任候補（案）承認の件 

  塩野崎専務理事より、事前配布資料並びにプロジェクター映写の資料に沿って、山下弘雄理事 

  が昨年９月逝去し理事を退任され、理事１名が欠員となっているので補充することとし、現在 

  委員として活動、協力を頂いている菅野輝郎氏を選任候補として推薦すると説明しました。 

 

議長より第三号議案の承認を求めたところ、全会一致で承認可決されました。 

 

 （４）第四号議案 安井清理事・副会長、中根健二郎顧問の現職退任、相談役就任承認の件 

  塩野崎専務理事より、安井清理事・副会長と中根健二郎顧問のお二人から、それぞれご高齢に 

  よる体調低下により現職を退任したいとの申し出があったので、理事会で協議の結果、長年 

にわたり当連盟の役員としてご活躍、ご指導を頂いて来ているので、相談役に就任頂いて、 

体調、時間の許す範囲で引き続きご指導を頂くこととしたいので承認を頂きたいと説明しま 

した。   

 

  議長より第四号議案の承認を求めたところ、全会一致で承認可決されました。 

 

議長は、以上により２０２２年度定時総会の議案の審議は全て終了したと閉会を宣しました。 

 

 

 



７．閉会の挨拶   

司会進行の原田常務理事より、定時総会の議案審議は全て終了したので、会議の途中より出席 

頂いていた石原伸晃会長からご挨拶を頂いくこととしたいと案内をしました。 

 

  （石原伸晃会長のご挨拶） 

  本日は早朝より定時総会で熱心に審議を進められ、無事終了ご苦労様でした。 

  先日５月２９日（日）神奈川県葉山港で開催されたミキハウスカップ東京２０２２に参加しました。 

  非常に良い天気のため、高温での熱中症を心配しましたが、子供の皆さんも保護者の方々も元気で 

無事に終了したことに喜んでいます。 

昼にハーバーに戻って来た子供たちの眼がキラキラと輝いていたのが印象的でした。体験セーリン 

グに参加した外国人の子供たちや保護者にも会って話をしましたが、皆さん初めての経験で大変喜 

んでいて、次はいつ実施してくれるのかと楽しみにしていました。 

  当連盟の事業の一つとして大変有意義と感じました。 

  このように小さい時からヨットを始めて、高校生、大学生と続ける子供たちもいるのですが、その

後社会人になってもヨットを続けてゆく人は少なくなってしまっていることが残念です。 

ヨットを生涯にわたり継続してゆく人が増える活動に当連盟も努力する必要があると思います。 

  又、全国各地にわたって大会が開催出来るように努力して欲しいと願います。 

  今年はコロナ禍も終息が予想されるので、各クラブでも子供たちのセーリング活動が活発化される

と思いますが、安全と健康には十分注意して下さい。 

   

８．報告事項 

（１）２０２２年度会長表彰者決定についての報告 

    小野澤秀典理事・表彰委員会委員長より、事前配布資料並びにプロジェクター映写の資料に沿 

い、当連盟の２０２２年度会長表彰者３氏を、２０２２年５月１１日開催の理事会において、 

下記 3名の方々に可決決定した旨報告をして、表彰式は本日の定時総会終了後に当会場にお 

いて行う旨説明しました。 

横浜市民ヨットハーバージュニアヨットクラブ 元代表  増田征三氏  
   三重県セーリング連盟ジュニア・ユースヨットクラブ代表 川戸 仁氏 

 夢の島ヨットクラブ元理事長（代表者）         近藤哲弘氏    
    尚、本日は、川戸 仁氏はお身内にご不幸がありご欠席ですが、増田征三氏、近藤哲弘は 

ご出席頂くと説明しました。 

 

（２）国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会２０２２（若洲大会）について 

    実行委員長の佐藤公俊理事より、現在迄の準備状況について、８月５日（金）～７日（日）、

東京都立若洲海浜公園ヨット訓練所にて開催予定で、日本スポーツ振興センターからの助成金

の内定を頂いたこと、海外からはオーストラリア（パース）、ニュージーランド、アメリカ合

衆国（カリフォルニア州ロングビーチ）の３か国から参加の連絡を受けていると説明しました。 

 



 

（３）第３２回ジュニアヨット国際親善東京レガッタ（ミキハウスカップ東京２０２２）及び 

第９回ジュニアヨット国際親善大阪レガッタ（ミキハウスカップ大阪２０２２）について 

    東京レガッタ実行委員長の野村泰造理事より、ミキハウスカップ東京２０２２は、諸事情から、 

初めて、神奈川県葉山港で、５月２９日（日）、ＮＰＯ法人神奈川県セーリング連盟と葉山町 

セーリング協会の協力を頂いて開催し、久し振りに石原会長のご臨席と、外国人の子供たちや 

保護者に集まって頂いての「ヨット体験試乗会と国際親善」が実現出来たこと、好天にも恵ま 

れて、高温にも拘らず対策が功を奏し、誰一人熱中症にもならず、安全、無事に成功裏に終了 

出来ましたと説明しました。 

大阪レガッタ実行委員長の玉置純理事より、ミキハウスカップ大阪２０２２は、本年も大阪府 

ヨットセーリング連盟二色ハーバー（大阪府貝塚市）で、９月４日（日）に、大阪府ヨット 

セーリング連盟の協力を頂いて開催予定と説明しました。 

 

（４）第１０回ジュニアヨットクラブジャンボリーについて 

実行委員長の葛西理事より、本年も、茨城県行方市の霞ヶ浦天王崎公園を会場に、茨城県立白 

浜自然少年の家に宿泊して、５月３日（火・祝）～５日（木・祝）の日程で開催した。 

２クラブ、ジュニアセーラー１６名、保護者１３名の参加でしたが、好天にも恵まれて充実し 

た楽しいイベントとなったと説明しました。 

参加者からアンケートを取ったので、来年度以降の活動に活かしてゆきたいと説明しました。 

 

（５）２０２２年度海外セーリング研修について 

    佐藤公俊理事・国際委員長より、２０１９年度、２０２０年度に海外セーリング研修参加資格 

を授与されたが、コロナ禍で海外セーリング研修が実施出来なかった為に参加の延期を了承し 

て頂いた２クラブ（葉山町セーリング協会と江東区立小中学校セーリング部）に、本年度の大 

会で参加資格授与予定クラブ５クラブの７名のジュニアセーラーに加え、自費参加での各クラ 

ブ１名を予想すると１４名のジュニアセーラーになるので、２回に分けて、２０２３年２月に 

オーストラリアのパースと、３月にシンガポールとで実施することで検討をしていると説明し 

ました。 

 

以上で、報告事項の説明を終了し、原田常務理事より本日の定時総会は全て終了したことが報告され 

ました。    

 

 

上記の定時総会議案審議の決議を明確にするため、議長及び議事録署名人は記名、押印する。 

  

 

２０２２年６月４日  

 

 



議  長    伊藤雅宣 

   
                  東京都目黒区鷹番１丁目９番３号 

  

                         

 

議事録署名人  大平邦夫 

 

 

    福島県いわき市小名浜大原西細野地１０３番７号 

 

  （いわきジュニアヨットクラブ代表者） 

 

 

議事録署名人  小野澤秀典 

 

 

  香川県高松市三条町１９９番地１号 

                   
（Ｂ＆Ｇ高松海洋クラブ代表者） 

 

                


